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心身の崩壊や不在性の再生といった主題を、版を変質させることでイメージ化した。「Fukushima」「Tokyo」
のシリーズでは不在性の再出現を行為として反復することで東北地方太平洋沖地震、震災後の放射能、
環境の見えない変質といった問題を可能性の世界にもどすというコンセプトを実現している。また同じ
シリーズで写真画像と傷だらけの銅版という二重のイメージによって、作者の不安感をそのままに表現
することに成功している。 
 井戸川が核としようとする概念である不在性や空の容器が、二つの極に分裂することにより本当に制
作の中で実現できているか、という問題は残る。それでも彼の作品は、自身が抱えるまたは取り巻く世
界そのものであり、彼の身体そのものであるということはいえる。作者の内面を映す鏡面であるという
ことが出来る。このこと自体は何ら作品の質を落とすことではなく、優れた作品として評価したい。 
 以上から本審査グループは、課程博士学位審査に提出された作品群が、博士号取得に充分な内容、形
式を備えた表現に達していると判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は、作品と共に絵画（美術、また人間の生活の全般について）のもつ純粋な可能性を模索する
試みとして始まっている。 
 はじめに序章として、アーネスト・ヘミングウェイ『老人と海』の一節を提示し導入部としている。
「永久的に未来へと先送りされる未完成性の形式化」として論じている。今見た景色はその瞬間に過去
へと変貌し、輝かしいはずの未来もことごとく期待を裏切る景色となり、描き始める前の真っ白なキャ
ンバスの内包する可能性も、いずれ退屈なイメージと成り下がるとして疑問を持つ事が語られている。
こってりと塗り固められたキャンバスも、映像で展開される奇抜なアートも、紙に刷り取られた版画作
品も、完成と思われる状態により、ある体裁を保ちその無限の可能性に終止符を打ち、倦怠に満ちた生
活の中で、未だ見ぬ純粋なる未知とその連続性を掲示し続けていくための法論や思考をさぐる試みとし
て、自身の作品と論文において検証している。 
 論文は、第１章・可能性について・第１節絵画のもつ力・第２節絵画の切り口。第２章・高松次郎の
作品《影》再現制作を通して。第３章・自作とその試みについて・第２節自作について。以上３章の構
成で論じられている。 
 第２章では、作者のもっとも関心を持つアーチスト高松次郎を取り上げている。絵画の持つ可能性を
より純化した形として再構成せた“ハイレット・センター”の中心的作家高松次郎である。井戸川自身
も実体験として携わった「横浜トリエンナーレ」での、高松次郎の作品「影」の再現制作を通して意識
の変化や、作品「影」自体の技術的側面、また高松を通しての近代美術の状況をも含めて記述されてあ
る。実体験のリアリティと、高松次郎に対する尊敬の念と関心の深さが感じられる章となっていて、高
く評価されるものと成っている。論文全体は井戸川自身が迷いながらの手探りで実感した言葉を探り、
実体や感触を求めている姿が映し出されるものと成っている。 
 作品・音のない世界・Fukusima・Tokyoは腐蝕銅版画の技法によるものである。写真製版・エッチング・
ディープエッチング・アクアチントを使った作品は、その技術の完成度も非常に高いものである。作者
には、腐蝕そのものが表現でありイメージが刻み込まれて画像として創り上げられて行くことにはあま
り意味を求めていない。腐蝕という秘儀を使い、時間とともに強制的に崩れていく銅板に、心地よい感
覚を持っていて、銅版は作者自身の代弁者となっている。自身の精神性や社会による圧追ストレス、ま
た、それらによる肉体や精神性の腐敗にまでその姿を重ね合わせる意識の傷跡としての銅版画表現とな
っている。以上の集大成として完成された作品が、作者の故郷福島を主題にした「Fukusima」のシリー
ズである。放射能に侵蝕されていく福島の故郷を、銅板を腐蝕するという手法で描き出したもので作者
の特別な想いが伝わってくる版画作品は、大変高く評価されるものである。 
